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序

本庄市は、 かつて中山道一の繁栄を誇った宿場町として、 また、 国学者塙保

己 一生誕の地として広く知られるところです。 そうした歴史的な背景と文化的

風土を持つ本庄市は、 また多くの埋蔵文化財にも恵まれ、 市内には旧石器時代

から近代に至るまでのさまざまな遺跡が分布しています。

本書は本庄市日の出3丁目に所在する南御堂坂遺跡の発掘調査成果を記録

した報岩書です。 南御堂坂遺跡は本庄台地の北縁に立地する集落遺跡と考えら

れてきましたが、 これまで発掘調査が行われたことがなく、 集落が形成されて

いた時期は不明のままとなっていました。 今回の発掘調査で、 古墳時代後期の

住居跡2棟が発見され、 南御堂坂遺跡の成立年代を解明するうえで重要な資料

となりました。 また、 南御堂坂遺跡の南西側には、 御堂坂古墳群が分布してい

ますが、 今回の調査で明らかになった南御堂坂遺跡に居住した人々が、 御堂坂

古墳群の造営者であった可能性も考えられるようになりました。

本書に報告したような貴重な文化遺産を長く後世に伝えていくことは、 現代

に生きるわたくしたちに与えられた責務であり、 歴史を明らかにすることはよ

りよい未来を築くための手掛かりとなるものです。 今後は本書が学術研究の発

展に寄与するとともに、 生涯学習の場に広く活用されることを願ってやみませ

ん。

最後になりましたが、 発掘調査の実胞から報告書の刊行に至るまで、 文化財

の保護に対する深いご理解を賜りました岡田益雄様をはじめ、 調査に際してご

指導、 ご協力を頂きました方々、 直接作業の労にあたられた皆様に衷心よりの

感謝を申し上げます。

平成25年3月

本庄市教育委員会

教育長 茂木孝彦



例 戸

1. 本書は、 埼王県 本庄市日の出 3 丁目 3720 番地 1 他に所在する南御堂坂遺跡 (No. 53 � 023) の発

掘調査報告書である。

2. 発掘調査は、 上里関発株式会社 代表取締役 岡田益雄氏が計画する高齢者向け住宅、 デイサ ー

ビス施設等の建設工事に伴い、 事前の記録保存を目的として本庄市教育委員会が実施したものであ

る。

3. 発掘調査は、 南御堂坂遣跡の、 約 17 団を対象として実施した。

4. 調査期間は以下の通りである。

自 平成 24 年7月 12日

至 平成 24 年7月 20日

5. 発掘闘査担当者は、 本庄市 文化財保護課 太田博之 ・ 大熊季広 ・ 的野善行があたり、 発掘調査に

は有限会社毛野考古学研究所 山 本千春が調査員として専従した。

6. 整理調査期間は、 以下の通りである。

自 平成 24 年 10月 17日

至 平成 25 年 3月 13日

7. 整理および報告書刊行にかかる業務は、 有限会社毛野考古学研究所に委託した。

8. 本書の執筆は、I を本庄市教育委員会文化財保護課が、 II~VIを山本千春が担当し、 編集した。

9. 本書に掲載した出土遺物、 遺構 ・遺物の実測図ならびに写真等の資料は、 掲載以外の資料を含め、

本庄市教育委員会において保管している。

10. 発掘調査及び本書の作成にあたって下記の方々や諸調査機関により御助言 ・ 御教示を賜った。 記

して感謝いたします。（順不同、 敬称略）

金子彰男 坂本和俊 外尾常人 中沢良一 丸山修 矢内勲

11 . 南御堂坂遺跡の発掘調査、 整理調査および報告書刊行にかかる本庄市教育委員会の組織は以下の

とおりである。

南御堂坂遺跡発掘調査、 整理・報告書刊行組織（平成 24 年度）

主体者 本 庄 市 教 育 委 員 会

教 こ目 長 茂木孝彦

事務局 事 花マ女勺 局 長 関和成昭

本 庄 市 文化財 保護課

課 長 金井孝夫

副参 事 兼課 長 補 佐 鈴木徳雄

課長補佐 兼埋蔵文化財係長 太田博之

主 幹 恋河内昭彦

主 査 大熊季広

松澤浩一

主 任 松本 完

臨 時 職 員 的野善行



凡 例

1. 本書所収の全体図のX · Y座標値は世界測地系第IX系に基づく。 単位はmである。 全体図に

おける方位針は座標北をさす。

2. 本調査における遺構名称は下記の記号を使用した。

S I•••住居跡、 P···ピット

3. 本書に掲載の遺構図ならびに遺物実測図の縮尺は以下を原則とし、 各挿図 中にはスケ ー ルを

付してある。

【遺構図】 遺構全体図・個別遺構図 … 1/ 60  

【遺物実測図】 土器 … 1/ 4、 土製品 ・ ・ ・ 1/ 3

4. 遺構断面図の水準数値は海抜を示す。 単位はmである。

5. 遺構断面図面 中のスクリ ー ント ー ンは地 山 を示す。

6. 遺物観察表に示した色調は『新版標準土色帖』（農林水産省農林水産技術会議事務 局） を使用

して観察した。

7. 遺物観察表 中の単位は、 法量はcm、 重さはgである。（ ） 内の数値は復元値を示す。

8. 本書 中の遣物観察表に示した記号は、 以下のとおりである。

A 一 法量、 B 一成形技法、 C ー 整形・調整手法、 D ー 胎土（材質） 、 E-色調、 F 一 残存度、

G ― 備考、 H ー出土位置（層位）

9.  本書掲載の図は、 国土交通省国土地理尻発行1/25,000 「 本庄」及び 「 本庄市 都市 計画図12 」

1 / 2,500 に加筆したものを用いた。



序

例言

凡例

目次

挿図目次

挿表目次

写真図版目次

目 次

I 調査iこ至る経緯・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 

II 地理的・歴史的環境・・・・...............................................................................................2 

1 地理的環境・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•..................................................................................2 

2 歴史的環境・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•.................................................................................. 2 

m 調査の方法と経過・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•.................................................................................. 4 

w 基本層序・••............................................................................................................... 4 

v 検出された遺構と遺物・・・•...........................................................................................• 5 

1 遣跡の概要・・・・・・・・・・・•.............................................................................................5 

2 竪穴住居跡・・・・・・・・・・・・・・・•.........................................................................................5 

3 ピット・・・・•..........................................................................................................5 

4 遺構外出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. 9 

VI ま とめ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•............................................................. 9 

引用・参考文献

写真図版

報告書抄録

奥付



挿 図 目 次

図

図

図

図

1

2
3

4
 

第

第

第

第

埼玉県の地形図

周辺の遺跡

基本層序

南御堂坂遺跡調査区域図

表1 1号住居跡出土遺物観察表（1)

表2 1号住居跡出士遺物観察表(2)

図

図

図

図

5

6

7

8
 

第

第

第

第

1 • 2号住居跡、 P-1 • 2

1号住居跡出土遺物

2号住居跡出土遺物

遺構外出土遺物

挿 表 目 次

表3 2号住居跡出士遺物観察表

表4 遺構外出土遺物観察表

写真図版目次

写真図版 1 調査区全景（南から）

1号住居跡遺物出土状態近屎①

（北東から）

1号住居跡遺物出土状態近景② 写真図版2
（南西から）

1 • 2号住居跡遺物出土状態（南西から）

2号住居跡（北西から）

1 • 2号住居跡全景（南西から）

1 • 2号住居跡掘り方（南西から）

測量風景

1号住居跡出土遺物

2号住居跡出土遺物

遺構外出土遺物



I 調査に至る経緯

平成22 年7月 2 6日、 上里開発株式会社代表取締役聞田益雄氏より本庄市日の出 3丁目3,720 番 1.

2、 3,725 番 3、 3,72 6 番 1• 2 • 3 • 4の士地、 2,778.3 6 団に分譲用地造成の計両があり、 これに

かかる『埋蔵文化財の所在及びその取り扱いについて』 の照会文書が、 本庄市教育委員会に提出され

た。 これを受け、 市教育委員会は埼玉県教育委員会発行の『本庄市遺跡分布地図』をもとに、 同地が

埋蔵文化財包蔵地に該当しているかどうか、 確認を行った。 これにより、 照会地には周知の埋蔵文化

財包蔵地南御堂坂遺跡（県遺跡番号 54-023 ) が所在することが判明した。

南御堂坂遺跡では、 過去に試掘•発掘調査の実績がなく、 遺跡の詳細について不明な部分な点が多

かったが、 同一の地形上に隣接して存在する諏訪 遺跡、 薬師堂東 遺跡等では、 古墳 時代から平安時代

にかけての竪穴住居跡が多く検出されていることから、 これらの遺跡と同様の性格を有する集落遣跡

であることが考えられた。

市教育委員会では、 上記のような状況をふまえ、 当該事業計両地について、 遺跡保護 のための基礎

資料を得るために、 試掘調査を行うこととし、 平成22 年 8月 9日から 8月 17日にかけて、 現地調査を

実施した。 その結果、 工事予定地のほぼ全面にわたって竪穴住居跡等の埋蔵文化財の所在を確認した。

その後、 事業主体者により開発計画の変更が行われ、 あらためて平成24 年 4月 1 9日、 上里開発株

式会社代表取締役 岡田益雄氏より、 同地におけるサ ー ビス付き高齢者向け住宅及び デイサ ー ビス施設

建設の計画があり、 これにかかる『埋蔵文化財の所在及びその取り扱いについて』の照会文書が、 本

庄市教育委員会に提出された。

本庄市教育委員会は、 先の試掘調査結果等をふまえ、 事業主体者と協議を進め、 その結果、 施設建

設部分 の 大半については、 盛土等により埋蔵文化財を現状保存とするものの、 エ レベ ー タ ー設置部分

については、 基礎部分の構造上、 埋蔵文化財への影響が避けられず、 当該部分に関しては、 やむを得

ず発掘調査を実施し、 記録保存することとなった。

発掘調査は平成24 年7月 12日から平成24 年7月 20日の間に実施した。

（本庄市教育委員会事務局）

加須低地

口言言 DDD 量畠
山地 凹地 丘陵 台地 低地 河Ill ・蘭罹

第1図 埼玉県の地形図
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II 地理的 ・歴史的環境

1 地理的環境

南御堂坂遺跡が所在する本庄市は埼玉県 の北西部に位置し、 人口 8万人を超える埼玉県 北部の 中核

都市である。 市域北縁は利根川を挟み、 群馬県 伊勢崎市と境を接する。

本庄市 の地形は、 南西側の 上武 山 地（陣見 山・不動 山 ） と児玉丘陵、 市 街地 一 帯に広がる本庄台地、

利根川右岸に広がる低地から成る。 本遺跡は、 本庄市の北西部に広がる本庄台地上の北東端に占地す

る。 本庄台地はJR本庄駅を 中心とした 市 街地に広がり、 洪積世末期に利根川の支流である神流川に

よって形成された扇状地性台地である。 台地の縁辺部には元小 山川が東流し、 比高差 6~lOmの崖

線が走り、 かつてはその崖下に豊富な湧水がみられたという。 扇央部には、 本庄市 児玉町宮内地内を

起瀕とする女堀川によって開析された沖積地が展開し、 河川沿いでは自然堤防が発達する。 本遺跡地

の南東側には蛭川（新久城堀 ） が流下し、 南西側には比高差 4~ 5mの段丘崖線が発達し、 北西側は

小御堂坂の微低地となっており、 一辺約4 00 m程度の範囲で独立した台地上に本遺跡は立地し、 地形

は南西から北東に向けて緩やかに傾斜する。 標高は 52 mほどである。

2 歴史的環境

南御堂坂遣跡からは古墳 時代の集落が確認されたため、 ここでは本遣跡周辺における該期の遺跡に

ついて概観する。

集落跡は、 前期では後張遺跡を 中心とした下浅見・高関周辺地域などの微高地上に屋開している。

中期に入ると遺跡数が増加し、 低地内の自然堤防 上や微高地 上の 他、 本遺跡が所在する本庄台地縁

辺の段丘崖上にも集落が形成されるようになる。 東五十子城跡遺跡（13 )、 諏訪 新田遺跡（10• 11 )、

薬師堂遺跡（ 4)、 小島本伝遺跡などでみられ、 集落形成は、 おおむね後期まで継続する。 なお、 東

五十子城跡遺跡では 5祉紀後半の住居跡から鉄製農耕具、 玉類、 砥石、 紡錘車が出土していることや、

西富田地区に所在する二本松遺跡、 夏目遺跡、 社具路遺跡などでは布留式系の甕が出土し、 近 隣地域

よりいち早くカマドが導入されていることから、 集落形成が急増した背景には、 他地域から移住した

集団が従来とは異なる水田経営や灌排水路の掘削等を行ったことによるその影響であると指摘されて

いる。 後期に入ると遺跡数はさらに増加し、 特に女堀川左岸に位置する今井川越田遺跡、 社具路遺跡、

薬師元屋鋪遣跡における住居軒数の増加は著しい。

古墳 は、 最古の 4世紀後半に比定される鷲 山 古墳 （前方後円墳 ） 、 これに後続する前 山I 号墳 (22 、

前方後円墳 ） が最 大 規模の首長墳 として著名である。 中期初頭には、 粘土榔を持つ前 山 II号墳（23 、 方墳 ）

が確認されている。 中期 中葉以降は、 首長墓と考えられる大・ 中型円墳が築造され、 公卿塚古墳 等の

格子目叩きを施す埴輪を有する古墳 があり、 渡来系エ人の移入が指摘されている。 中期後半から終末

期にかけては、 多くの古墳群が築造され、 本遺跡周辺でも御堂坂古墳群(25) や B 種ヨコハケの円筒

埴輪を持つ塚合古墳群（2 6 ) などがある。

埴輪窯跡は、 赤坂埴輪窯跡（33 )、 宥勝寺北裏埴輪窯跡が知られる。 なお、 東五十子北町 中遺跡（14 )
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では古墳時代の所産と想定される粘土採掘坑群が検出されており、 赤坂埴輪窯跡との関連が示唆され

ている。

1. 南御堂坂遺跡 2. 御堂坂遺跡 3 . 薬師堂東遺跡 4. 薬師堂遺跡 5 . 天神林II遺跡 6 . 天神林遺跡
7. 城山遺跡 8 . 城山遺跡II 9. 本庄飯王遺跡 10．諏訪新田A~C遺跡 11．諏訪新田D遺跡 12．東五十
子赤坂遣跡 13．東五十子城跡遺跡 14．東五十子北町中遺跡 15．西五十子大塚遺跡 16．西五十子台遺跡
17．東本所遺跡 18．久下前遺跡 19．久下前東遺跡 20．七色塚遺跡 21．笠ヶ谷戸遺跡 22．前山I号墳 23．前
山II号墳 24．公卿塚古墳 25．御堂坂古墳群 26．塚合古墳群 27．鵜森古墳群 28．東五十子古墳群 29．西五
十子古墳（東群） 30．西五十子古墳群（西群） 31．東富田古墳群 32．北原古墳群 33．赤坂埴輪窯跡 34．宥勝寺
北裏埴輪窯跡 35．本庄城址

第2図 周辺の遺跡
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III 調査の方法と経過

発掘調査は、 平成24 年7月 12日から平成24 年7月 2 0日にかけて実施した。 表士掘削 は試掘調査

の成果等を参考に、 遺構確認面をローム上面として掘り下げた。 その後、 ジョレ ン等を使用し、 人力

による遺構検出作業を行った。遺構の掘削 にあたっては、 土層観察用のベルトの設定および半歓によっ

て各遣構の埋没状況や構築状態の把握に努めた。 遺構測量は、 各遺構の平面図および断面図を縮尺

1/20 を基準として作成した。 写真撮影は3 5 mmモノクロフィルム、 3 5 mmカラ ーリ バーサル、 デジ タ ル

カメラを使用した。

整理作業は、 平成24 年10 月 17日から実施し、 平成25 年 3月 14 日付けで報告書を刊行した。 出

土遺物の注記作業はイ ンクジェット プリ ン タ、 遺跡略称は 「53-023」である。 遺物の接合にはセメダ

イ ン Cを使用し、 欠損部分はエポキシ系樹脂で補強した。

w 基本層序

基本層序は、 調査区南東壁にト レ ンチを設定して確認した。I 層は近 年の土地利用による堆積と考

えられる。 II層は浅間山系 A軽石を多量に含む旧表土層、 m層はローム漸移層あるいは類した層、 W ・

v層は黄褐色ローム層で、 遺構確認面はW層上面である。 なお、 調査区北壁下の P- 1底面では砂層

が確認された。

rr
 

51. Om 

而5m

III 

W 

I.暗褐色上 表七層。 整地され、 砕石含む。
II.褐灰色上 1日表七屈。 浅間山系A軽石多醤、 砂礫中醤、ロ ー ム粒少量、 焼士・炭化

物微量含む。
皿にぶい黄褐色土 ロ ー ム漸移層的な層。
IV. 浅黄色土 ハー ドロ ー ム。 白色粒子含む。
V.黄褐色土 ハー ドロ ー ム。

＞
 

: 0 S=1 : 30 1m 

第3図 基本層序

第4図 南御堂坂遺跡調査区域図
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v 検出された遺構と遺物

1 遺跡の概要

南御堂坂遺跡は、 本庄市日の出地内の高齢者向け住宅、 デイサ ー ビス施設等の建設工事に伴って発

掘調査を実施したものである。 調査地点は本庄台地北東縁辺部に位置し、 御堂坂遺跡の南側にあたる。

今回の発掘調査において検出された遣構は、 古墳 時代中期末～後期の竪穴住居跡 2車干、 古墳 時代後

期以降のピット 2基である。 なお、 発掘調査 時に遺構名を付した土坑 2基( S K- 1 · 2)については、

報告書作成 時に検討した結果、 2号住居跡に係るものと考えられたため、 欠番とした。 また、 今回の

調査面積は狭小なこともあり、 本報告書では全体図と遺構図を兼ねて掲載した。

2 竪穴住居跡

1号住居跡（S I -1)（第5· 6図、 表1 • 2／写真図版1 • 2) 

住居跡の南東側が検出された。 東壁は P- 2と切り合い、 南側は撹乱を受ける。 平 面形態は方形基

調である。 南壁は明瞭に確認されたが、 東壁は 2号住居跡と近 接するため、 やや不明瞭であった。 規

模は、 東西2. 68 m、 南北4.17 m以上を測る。 確認面からの深さは17cmである。 床は、 北半側でロ ー

ムを 主体とした貼床(7層） が施されていたが、 南半側は地山ローム層で形成されていた。 掘り方は

北半側で 2~14cmの掘り込みが確認された。 柱穴は床面から 1基(p 1) が検出され、 本遺構の柱

穴と考えられる。 p 1の規模は 6 6cm X 54 cmで、 床面からの深さは 51cmである。

遺物は覆土中から土師器の坪・甕の破片を 主体に、 須恵器は壺の口縁部片が僅少と、 土錘が 8点(lo

~17 ) 出土した。 この 他、 出土した土師器の中には紛れ込みと思われる他 時期の土器片も含まれて

いた。 本遺構の帰属 時期は、 出土遺物の観察から、 6世紀後半と想定される。

2号住居跡(S1-2)（第5· 7図、 表3／写真図版1 • 2) 

住居跡の南西側が検出された。 中央寄りをp - 2に壊され、 南西側は上部で撹乱を受ける。 平 面形

態は方形基調である。 南東壁は明瞭に確認されたが、 西壁は 1号住居跡と近 接するため、 やや不明瞭

であった。 規模は、 東西3.12 m、 南北2. 05 m以上を測る。 確認面からの深さは3 0cmである。 床は、

ロームと暗褐色土による貼床( 8• 9層） が施される。 掘り方は10cm程度の掘り込みが確認された。

柱穴は床面から 1基(p 1) が検出され、 本遺構の柱穴と考えられる。 p 1の規模は24cm X 22 cmで、

床面からの深さは 58cmである。

遺物は覆土中から土師器の坪．甕．壺の破片と、 土錘 2点( 8• 9) が出土した。 本遺構の帰属 時

期は、 出土遺物の観察から、 5世紀末～ 6世紀初頭と想定される。

3 ピット（P-1 • 2)（第5図）

ピットは本遺跡内から 2基( P�l • 2) が確認された。 調査区内から規則 的な配列等は見 られな

いが、 その規模等から柱穴の可能性が考えられる。 遺物は覆土中から出土していないため、 各遺構の

帰属 時期は不詳である。
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1号住居跡p 1土層説明 2号住居跡土層説明

1.暗褐色土 ロ ー ム粒多是、ロ ー ムブ ロ ック（ゅ0.2~0. 5cm)中量、灰黄色粒少贔、
焼土 ・炭化物を微量含む。しまり ・粘性ややあり。

2.暗褐色士灰黄色土(¢ I. 0~5. 0cm)多量、 ロ ー ム粒中醤、 ロ ー ムブロ ック
(¢ 0. 2~0. 8cm)少量、炭化物を微最含む。 しまり ・粘性ややあり。

3.暗褐色土 ロ ー ム粒 ・ ロ ー ムプ ロ ック(¢ 0, 2~3. 0cm)を多量に含む。 しまり ・

粘性ややあり。
4.暗褐色土 ロ ー ム粒 ・ ロ ー ムプロ ック(¢ 0. 2~3. 0cm)多最、 砂礫を少最含む。

しまり弱い。粘性ややあり。

1 • 2号住居跡土層説明

1.暗褐色土 ロ ー ム粒 ・焼土中撼、 ロ ー ムブ ロ ック(r/! 0, 2~0. 8cm)・炭化物少量、
浅間山系A軽石 ・ 砂礫を微景含む。しまり ・粘性あり。

2.暗褐色土 ロ ー ム粒中量、 ロ ー ムブ ロ ック(¢ 0, 2~3. 0cm) ・ 焼土少量、炭化
物を微醤含む。しまり ・粘性ややあり。

3.褐色土 ロ ー ム粒・ ロ ー ムブ ロ ック(r/! 0. 2~1. 0cm)多量、礫(¢ 8. 0cm)を
微菫含む。しまりやや弱い。粘性ややありD

4．暗褐色土 ロ ー ム粒中抵、 ロ ー ムブ ロ ック(¢ 0. 2~2. 0cm)少鼠、 焼土・炭化
物を微量含む。しまり ・粘性ややあり。

5.暗褐色土 ロ
ー ム粒 ・ ロ ー ムブ ロ ック(¢ 0. 2~1. 0cm)少最、 焼土 ・炭化物を

微最含む。 粘性 ・しまりややあり。

p - 2土層説明

1.黄褐色土
2.黄褐色土

ロ ー ム主体に暗褐色土が少最混入。 しまりやや弱い。粘性ややあり。
ソフト ロ

ー ムを主体とする。しまり弱い。粘性あり。

1.暗褐色土 ・ ロ ー ムプ ロ ック(� 0. 2~I. 0cm)少量、 焼土 ・炭化物を
しまり・粘性ややあり。

2.黒褐色士ロ ー ム純 ・ ロ ー ムブ ロ ック(� 0. 2~2. 0cm)中量、炭化物少星、 焼
土を微量含む。しまり ・粘性ややあり。

3.暗褐色土 ロ ー ム粒 ・ ロ ー ムブ ロ ック(¢ 0. 2~5. 0cm)中呈、炭化物少董、 焼
土を微呈含む。しまり ・粘性ややあり。

4.暗褐色上 ロ ー ム粒中量、 ロ ー ムプ ロ ック(� 0. 2~2. 0cm) ・炭化物少量、 焼
土を微量含む。しまり ・ 粘性あり。

6.褐色士ロ ー ム粒多量、 ロ ー ムブ ロ ック(¢ 0. 2~5. 0cm)中量、 焼土・炭化物
を微量含む。しまり ・粘性ややあり。

7.褐色土 ロ ー ム粒・ ロ
ー ムブ ロ ック(¢ 0. 2~5. 0cm)多量、 焼土 ・炭化物を微

量含む。しまり ・粘性あり。
8.暗褐色上 ロ ー ム粒中量、ロ ー ムプ ロ ック(¢ 0. 2~1. 0cm)少量、 焼土 ・炭化

物を微量含む。 粘性 ・しまりややあり。
9.暗褐色土 ロ ー ム粒 ・ ロ ー ムプ ロ ック（ゅ0.2~3. 0cm)大量、 焼土 ・炭化物を

微最含むD しまり ・粘性ややあり。
10.暗褐色士ロ ー ム粒 ・ロ

ー ムプ ロ ック(¢ 0. 2~1. 0cm)少彙、炭化物を微量含む。
しまり ・ 粘性ややあり。

゜ 8=1 : 60 2m 

第5図 1 • 2号住居跡、 P - 1 • 2 
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第6図 1号住居跡出土遺物

表1 1号住居跡出土遺物観察表（1)

A. 口径13.5。 器高6.7。 B. 粘土紐積み上げ。 c. 外面、口縁部ヨコナデ。 体部～底部ケズリ後体部ナデ。
1 坪 内面、 口縁部ヨコナデ、 体部～底部ナデ。 D. 黒色鉱物 ・ 白色粒子。 E. 内 一 にぶい赤褐色。 外一 明赤褐色。

F. 口縁部～底部1/3。 H. 覆土。

2 坪
A. 口径（14.8)。 残存高4.4。 B. 粘土紐積み上げ。 C. 外面、 口縁部ヨコナデ、 体部ケズリ。 内面、 ロ
縁部ヨコナデ、 体部ナデ。 D. 赤褐色粒 ・ 白色粒子。 E. 内外 ー 橙色。 F. 口縁部～体部1/5。 H. 覆土。

A. 口径（14.0)。 残存高4.1。 B. 粘土紐積み上げ。 C. 外面、 口縁部ヨコナデ、 体部ケズリ。 内面、 口縁
3 坪 部ヨコナデ、体部ナデ。 D. 赤褐色粒 ・ 白色粒子。 E. 内 ー 灰褐色。 外一 褐灰色。 F. 口縁部～体部1/4。 H.

覆土。

A. 口径13.0。 器商5.9。 B. 粘土紐積み上げ。 C. 外面、 口縁部ヨコナデ、 体部～底部ナデ。 内面、 口縁
4 坪 部ヨコナデ、体部～底部ナデ。D 角閃石•石英・白色粒子。 E. 内外 一 明赤褐色。 F. 口縁部～底部3/4。 H.

覆土。

5 坪
A. 口径（14.2)。 器高5.4。 B. 粘土紐積み上げ。 c. 外面、 口縁部ヨコナデ、 体部～底部ナデ。 内面、 ロ
縁部ヨコナデ、 体部～底部ナデ。 D. 雲母 ・ 白色粒子。 E. 内外 一 橙色。 F. 口縁部～底部3/4。 H. 覆土。

A. 口径（10.2)。 残存高2.5。 B. 粘土紐積み上げ。 C. 外面、 口縁部ヨコナデ、 体部ケズリ。 内面、 ロ
6 坪 縁部ヨコナデ、 体部ナデ。 D. 石英 ・ 赤褐色粒 ・ 白色粒子。 E. 内外 一 明赤褐色。 F. 口縁部～体部片。 H.

床下。

7 坪
A. 口径（14.2)。 器高5.4。 B. 粘土紐積み上げ。 C. 外面、 口縁部ヨコナデ、 体部～底部ナデ。 内面、 ロ
縁部ヨコナデ、 体部～底部ナデ。 D. 雲母 ・ 白色粒子。 E. 内外 一 橙色。 F. 口縁部～底部3/4。 H. 覆土。

8 高坪
A. 残存高(8.4)。 B. 粘土紐積み上げ。 C. 外面、 脚部ナデ。 内面、 脚部ナデ。 D. 石英 ・ 黒色粒・ 白色
粒子。 E. 内外 一 明赤褐色。 F. 脚部。 H. 覆土。

A. 口径（17.4)。 残存高7.3。 B. 粘土紐積み上げ。 c. 外面、 口縁部ヨコナデ、 胴部ナデ。 内面、 口縁
， 甕 部ヨコナデ、胴部ヘラナデ。 D. 雲母 ・石英 ・ 黒色粒。 E. 内一 橙色。 外 ー にぶい橙色。 F. 口縁部～胴部片。

H. 覆土。

10 土錘
A. 残存長3.2。 幅10.1。 厚さ1.1。 重さ4.53。 B. 手捏ね。 C. ナデ。 D. 角閃石 ・ 赤褐色粒 ・ 白色粒子。
E. にぶい橙色。 F 1/2。 H. 覆土。

11 土錘 A. 長さ4.7。 幅1.4。 厚さ1.4。 重さ7.47。 B. 手捏ね。 C. ナデ。 D. 黒色粒 ・ 白色粒子。 E. 赤褐色。 F.
完形。 H. 覆土。

12 土錘
A. 長さ4.7。 幅1.4。 厚さ1.4。 重さ6.94。 B. 手捏ね。 C. ナデ。 D. 黒色粒 ・ 白色粒子。 E. にぶい褐色。
F. 完形。 日． 覆土。
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表 2 1号住居跡出 土遺物観察表 ( 2 )

13 土錘
A . 長さ4. 4。 幅1. 3。 厚さ1. 2。 重さ5. 59。 B . 手捏ね。 C . ナデ。 D . 片岩 ・ 白色粒子。 E . にぶい黄橙色。
F . 完形。 H . 覆土。

14 土錘
A. 長さ5. 0。 幅1. 3。 厚さ1. 3。 重さ6. 17。 B. 手捏ね。 C. ナデ。 D . 石英 ・ 白色粒子。 E . 明赤褐色。 F.
完形。 H. 覆土。

15 土錘
A . 長さ4. 5。 幅1 . 3。 厚さ1. 2。 重さ4 . 41。 B . 手捏ね。 C. ナデ。 D. 黒色粒子 ・ 白色粒子。 E. 明赤褐色。
F. 3/4。 H . 覆土。

16 土錘
A . 長さ5. 2。 幅1. 4。 厚さ1. 4。 重さ6. 88。 B. 手捏ね。 C. ナデ。 D. 黒色鉱物 ・ 石英 ・ 白色粒子。 E.
橙色。 F . 完形。 I— I . 覆上。

17 土錘
A . 残存長3. 4。 幅1 . 8。 厚さ1. 8。 重さ9 . 73。 B . 手捏ね。 C. ナデ。 D. 石英 ・ チ ャ ー ト ・ 赤褐色粒。 E.
赤褐色。 F. 1/2。 H. 覆土。
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第7 図 2 号住居跡出 土遺物

表 3 2 号住居跡出 土遺物観察表

1 坪
A . 口径12. 4。 器高5 . 2。 B . 粘上紐積み上げ。 C. 外面 、 口縁部ヨコナデ。 体部～底部ケズリ。 内面 、 ロ
縁部ヨコナデ 、 体部～底部ナデ。 D. 白色粒子。 E. 内外一 灰褐色。 F . 口縁部～底部3/4。 H 覆土。

2 坪
A . 口径12. 2。 器高5 . 6。 B . 粘土紐積み上げ。 C . 外面 、 口縁部ヨコナデ。 体部～底部ケズリ。 内面 、 ロ
縁部ヨコナデ、 体部～底部ナデ。 D. 黒色粒 ・ 白色粒子。 E. 内外一 明赤褐色。 F. ほ ぼ完形。 日． 覆土。

3 坪
A. 口径13. 2。 器商5 . 6。 B . 粘土紐積み上げ。 C . 外面 、 口縁部ヨコナデ。 体部～底部ケズ 1) 。 内面 、 ロ
縁部ヨコナデ 、 体部～底部ナデ。 D. 黒色粒 ・ 白色粒子。 E. 内外一 明赤褐色。 F. 4/5。 H . 覆土。

A. 口径13 . 7。 器商6. 1。 B 粘土紐積み上げ。 C. 外面 、 口縁部ヨコナデ。 体部～底部ケズリ。 内面 、 ロ
4 坪 縁部ヨコナデ、 体部～底部ナデ。 D. 角閃石・ 白色粒子。 E. 丙 ー にぶい赤褐色。 外 ー 赤褐色。 F . ほ ぼ完形。

H. 覆士。

A . 口径11. 3。 器高5 . 9。 B . 粘土紐積み上げ。 C . 外面 、 口縁部ヨコナデ。 体部ナデ。 底部ケズリ。 内面 、
5 坪 ロ 縁部ヨコナデ、 体部～底部ナデ。 D. 角閃石・ 赤色粒 ・ 白色粒子。 E. 内外一 橙色。 F. 口縁部～底部1/2。 H.

覆士。

A .  口径（11 . 9)。 器高4 . 1。 B . 粘上紐積み上げ。 C. 外面 、 口縁部ヨコナデ。 体部～底部ケズリ。 内面 、
坪 ロ 縁部ヨコナデ、 体部～底部ナデ。 D. 角閃石 ・ チ ャ ー ト ・ 白色粒子。 E. 内外 一 橙色。 F . 口縁部～底部

1/3。 H. 覆士。

7 坪
A . 口径（15 . 2)。 残存高3. 6。 B. 粘土紐積み上げ。 c. 外面 、 口縁部ヨコナデ。 体部ケズリ。 内面 、 口縁
部ヨコナデ 、 体部ナデ。 D. 石英 ・ チ ャ ー ト ・ 白色粒子。 E 内外ー 橙色。 F ロ 縁部～体部1/6。 H. 覆土。

8 土錘
A. 長さ4. 1。 幅1. 3。 厚さ1. 4。 重さ6. 97。 B. 手捏ね。 C . ナデ。 D. 片岩 ・ 赤褐粒 ・ 白色粒。 E. に
ぶい赤褐色。 F . 完形。 H. 覆土。

， 土錘
A . 長さ5. 0。 幅1 . 4。 厚さ1 . 4。 重さ8. 44。 B. 手捏ね。 C. ナデ。 D. 赤褐色乾 ・ 白色粒子。 E . 明褐色。
F . 完形。 日． 覆土。
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4 遺 構外 出 土遺 物 （第 8 図、 表4／写真図版2)

ここでは、 表採や調査区 一括資料、 および出土した遣構には共伴しな いと判断した資料のうち、 3 

点を掲載した。 1 ~ 3は 1号住居跡の 一括資料で、 1 • 2は縄文土器片、 3は 弥生土器片である。 こ

の他、 図化はしなかったものの、 陶器の皿片や磁器の碗片がわずかに出土した。

第 8 図 遺構外 出 土遺物

3
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表 4 遺構外 出 土遺物観察表

1 縄文土器 B. 粘土紐積み上げ。 C. 外面、 沈線に よ る 区画。 刺突 に よ る 列点文。 D. チ ャ ー ト・石英・ 白色粒子。 E.
深鉢 内外 ー 橙色。 F. 胴部片。 G. 縄文時代 中期 中葉 ～後葉。 H. S I  - 1 覆土。

2 縄文土器 B. 粘土紐積み上げ。 C. 外面、 L R の 単節文。 D. チ ャ ー ト・赤色粒。 E. 内外 一橙色。 F. 胴部片。 G.
深鉢 縄文時代前期、 諸磯 a 式。 日． S I - 1 覆土。

3 弥生土器 B. 粘土紐積み上げ。 C. 外面、 付加条 1 種。 D. 石英・黒色粒子。 E. 内 ー にぶい橙色。 外 ー にぶい褐色。
罪士 F. 胴部片。 G. 弥生時代後期 ～末、 二軒屋式。 H. S I - 1 覆土。

VI ま と め

南御堂坂遺跡は、 四面を段丘崖および支 谷によって開析された段丘に占地する。 中 山 道を挟 ん だ北

側には御堂坂遺跡が占地し、 南西側には御堂坂古墳群が 立地する。 これまでの確認・調査により、 古

墳 時代後期から奈良•平安時代の集落跡および群集墳 ( 5基） が確認されて いる。 今回調査した南御

堂坂遺跡では、 調査地がわずか 17 団と いう狭小な 範囲であったが、 古墳 時代 中期末から後期に 帰属

する竪穴住居跡が 一部切り合うような状態で 2軒検出され、 さらには、 調査区および住居跡の覆土 中

から7 世紀代に比定される土器片が出土しており、 本調査地における遺構密度の高さが看取される。

また、 事前に行われた試掘調査にお いて古墳 時代後期から奈良•平安時代 の集落跡が確認されており、

御堂坂遺跡と同様の集落展開であることが想定される。 しかし、 今回の調査によって古墳 時代 中期末

に比定される住居跡が確認されたことから、 集落形成開始時期が古墳 時代後期とされる御堂坂遺跡を

遡る 中期( 5世紀） となる可能性を示唆する資料提示ができたものと考えられる。 また、 特筆される

こととして、 今回検出された 2軒の住居跡から土錘が 10 点が出土した。 同 じく本庄台地の北縁辺に

占地する本庄城跡で 1 63 点、 城 山遺跡から 8点が出土しており、 段丘崖に沿うように占地する集落跡

からは比 較的多く出土するものと考えられる。

今回は調査範囲の制限もあり、 当該地域移周辺の様 相を明らかにすることが課頴として残った。 集

落変遷や土地利用の解明につ いては、 今後の調査・ 研究に期待するとこ ろが大 き い。

【 引 用 ・ 参考文献】
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松本完 2002 『市 内遺跡発掘調査報告書 一 御堂坂第 1 号墳の調査 ー 』 本庄市埋蔵文化財調査報告書第 24 集
宮本久子 2009 『塚合古墳群 II 』 本庄市埋蔵文化財調査報告書第 18 集
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石丸敦史 2009 『薬師元屋鋪遺跡 II ― 第 2 地点 第 2 次調査 ー 』 本庄市埋蔵文化財調査報告書第 17 集
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写 真 図 版



写真図版1

調査区全景 （南から） 1号住居跡遺物出土状態近景① （北東から）

1号住居跡遺物出土状態近景② （南西から） 1 • 2号住居跡遺物出土状態（南西から）

2号住居跡 （北西から） 1 • 2号住居跡全景 （南西から）

1 • 2号住居跡掘り方 （南西から） 測量風景



写真図版2
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